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 サービスのあり方検討会 

 

１ 目的 

  市内の特定相談支援事業所の相談支援専門員は，権利擁護の視点を大切にし，個別支

援の実践とともに社会環境の調整を行い，利用者の意思を決定するための支援をすると

ともにそのニーズをアセスメントし代弁する役割がある。 

  この連絡会は，相談支援専門員のケアマネジメント能力の向上と均質化，調布市にお

けるサービスの支給決定の考え方の共有，情報交換等を図り，ひとりひとりの尊厳のあ

る暮らしが満たされる社会を構築することをめざし，よって障害者福祉の増進に資する

ことを目的とする。 

 

２ 出席者（開設順） 

  調布市内の指定特定相談支援事業所（１４事業所）の相談支援専門員 

 (1) 銀河ケアサービス 

 (2) 地域生活支援センター希望ヶ丘  

 (3) 相談支援事業所ドルチェ 

 (4) ちょうふだぞう 

 (5) 調布市福祉健康部障害福祉課 

 (6) 調布市子ども発達センター相談支援事業所 

 (7) 障害者自立相談支援協会 

 (8) 調布市こころの健康支援センター  

 (9) 合同会社マーレ相談支援事務所 

 (10) シエル相談支援センター 

 (11) KIZUNA相談支援センター調布 

 (12) ポコポコ・ホッピング神代団地 

（13）相談支援事業所だっくす 

（14）ライフシフト相談支援事業所 

 

３ 開催実績 

（1） 第１回  

（開 催 日）令和７年５月１９日(月) １０時から１２時 

（開催場所）総合福祉センター 視聴覚室 

（出 席 者）１３事業所１７名 

（内  容） 

① 自己紹介 

② 医療と福祉の相互理解ワーキングより経過説明とパンフレットの説明 

③ 今年後の日程，方針，内容について 

今年度の第１回目なので，各事業所から自己紹介をしてもらい，各事業所の現状や，課

題について発表してもらった。各事業所が感じている課題について，他事業所も共感す
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ることや，そのことについての情報交換などを行うことができた。 

医療と福祉の相互理解ワーキングの事務局より，ワーキングの経過説明，作成したパ

ンフレットの紹介があり，相談支援専門員への周知を図った。 

 

（2）第２回  

（開 催 日）令和７年７月１４日(月) １０時から１２時 

（開催場所）総合福祉センター 視聴覚室 

（出 席 者）１１事業所１５名 

 （内  容） 

① 非常時の安否リストについて（障害福祉課より依頼） 

② 調布市障害者（児）地域生活支援拠点連絡会（第１回目） 

③ 今年度の取り組みについてのグループワーク 

  調布市障害者（児）地域生活支援拠点連絡会は今年度からちょうふだぞうに委託とな

った。第 1回目の連絡会では，中間とりまとめについて報告があった。 

  今年度，サービスのあり方検討会で取り組みたい検討内容についてのグループワーク

では，下記のような意見があった。 

 ・福祉以外の関係機関との関わりの難しさ 

 ・利用者と相談支援専門員の関係性について 

 ・利用者の高齢化に伴うサービス調整や関係機関との連携について 

 ・多問題がある家庭で親側の支援で関わっている中で，子どもにも障害の疑いがある場

合がある。児童分野の社会資源が分からないことがある。      他 

  

（3）第３回  

(開 催 日）令和７年９月８日(月) １０時から１２時 

（開催場所）総合福祉センター 視聴覚室 

（出 席 者）１４事業所１８名 

 （内  容）事例検討会 

市内相談支援事業所の主任相談支援専門員にスーパーバイズを依頼し,事例検討会を実

施した。 

主任相談支援専門には，地域の相談支援体制の強化や人材育成の役割がある。事例検討

会を通じて，同じ地域の課題を知っている支援者同士のつながりをより強化し，助言し合

える関係性を築くことで，地域全体の支援力の向上を目的に今後も機会を設けたい。 

   

(4) 第４回   

 (開 催 日）令和７年１１月１０日(月)１０時から１２時 

（開催場所）総合福祉センター 視聴覚室 

（出 席 者）１1事業所１7名 

（内  容）サービスのあり方検討会として考える地域課題についてのグループワーク 

これまでサービスのあり方検討会では，「調布市障害者（児）地域生活支援拠点連絡会（以

下，拠点連絡会）で報告される地域課題を共有してきた。 
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今年度は，「地域体制強化共同加算」として提出はされないが，日々の相談支援の中で，

相談支援専門員として感じている地域課題は何かということを，サービスのあり方検討会

として自立支援協議会で報告することを計画している。それにあたり，参加者で４グルー

プに分かれ，グループワークを行い自由に意見を出し合った後，全体で発表し内容を共有

した。 

発表された意見は，第５回目に拠点連絡会で報告される地域課題と合わせて検討し，全

体会で報告する地域課題について絞り込むことにした。 

 

(5) 第 5回 

(開 催 日）令和８年２月２日(月)１０時から１２時 

（開催場所）総合福祉センター 視聴覚室 

（出 席 者）１３事業所１９名 

（内  容） 

① 調布市障害者（児）地域生活支援拠点連絡会（第 2回目） 

② 事例検討会 

拠点連絡会では，拠点構成事業の認定状況及び拠点関連加算の算定状況の確認，「地域体

制加算協働支援加算」記録書から抽出した地域課題のとりまとめについて報告があった。 

事例検討会は，ちょうふだぞうが進行し，全員参加型で意見を出し合う形で行われた。

障害者本人への支援方法や対応についてではなく，相談支援専門員として関わり方が難し

いと感じる事業所への対応についての事例で，参加している専門員も日々感じていること

も共有しつつ，新たな視点からの提案が出され，とても積極的に事例検討が進められた。 

前回のグループワーク，拠点連絡会の内容を踏まえ，サービスのあり方検討会として報

告する地域課題は以下のとおりである。 

① 相談支援専門員の質の強化，均質化。 

② 未就学児，小学生の緊急時のショートステイ 

③ 精神障害者の支援を行うヘルパーが不足している。 

  

（今後の予定） 

 第６回 

(開 催 日）令和８年３月９日(月)１０時から１２時 

（開催場所）総合福祉センター 視聴覚室 

（内  容） 

第５回目で，上記のとおりサービスのあり方検討会として報告する３つの地域課題があ

がった。また，拠点会議での報告も共有する中で，「相談支援専門員の質の強化，均質化」

については今後サービスのあり方検討会で取り組んでいく内容だと確認できた。 

次回については，拠点会議で報告された「地域体制加算協働支援加算」記録書の内容か

ら，地域課題をどう捉えるかといういことを深めたいと考えている。 

 

 

 


